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序     言

長年の懸案であります市道知久町中村線の改良工事は,現在鼎地籍でその工

事を行なっているところであ ります。

昭和 59年 度・ 60年度においては,現在ある道路の拡張が工事の中心的内容と

なっているわけでありますが,そ の一部が埋蔵文化財包蔵地「日向田遺跡」の

西端部にかかるため,遮那真周先生にお伺い したところ『道路の東側にある城

田安男氏宅 0福 沢彦男氏宅には, この遺跡か ら出土 した土器・ 石器類が保管さ

れてお り,ま た;地形的にみて も同一遺跡の範囲内と推測されるか ら発掘調査

をす る必要がある。』 との ご回答をいただいたため,工事に先立ち発掘調査が

行なわれることになったわけであ ります。

工事は昭和 59年度 060年 度の 2ケ年にわた り,そ の間飯田市と鼎町との合併

という大きな変化がありましたが,計画どおり道路改良工事は引き継がれまし

たので発掘調査 も引き続き行なう事ができました。

発掘調査の結果,平安時代の住居址 1件が確認されるとともにそれに伴 う陶

器が出土 しました。 この調査によって貴重な文化遺産が記録 としてではありま

すが保存できたことを嬉 しく思います。

最後に発掘調査に多大なるご尽力いただいた,遮那真周 0藤麻呂両先生をは

じめ,ご協力いただいた作業員の皆様に厚 くお礼申し上げます。

昭和 60年 11月

飯田市教育委員会

教育長 福  島
′
  稔
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例 口

1.本書は,昭和 59年度及び同60年度にわたる町道,知久町中村線の道路改良工事に伴う埋蔵

文化財包蔵地 (鼎 , 日向田遺跡)の発掘調査報告書である。

2.本調査は,昭和59年度分を鼎町教育委員会により実施されたが,昭和 60年度分の調査は飯

田市と鼎町の合併によるため飯田市教育委員会により実施したものであり,こ のため 2ケ

年分の調査報告としてまとめてある。

3.本調査によって検出された遺構,遺物については,できうるかぎり図示し,そ れぞれの遺

構図及び遺物計測図等は縮尺によって図示してある。

4.遺跡の調査及び出土遺物の整理,復元,遺物計測,整図等は下伊那歴史考古学研究所があ

たった。また執筆,編集についても同研究所による。

5.遺物,原図類関係資料は,一括して飯田市教育委員会によって保管されている。

6.本遺跡から以前に出土 した多量の遺物があるため,平安時代に限定し参考資料として示 し

た。
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にめじは

(1)発掘調査 までの経過

旧飯田市内と伊賀良下中村を結ぶ市道知久町中村線の鼎地区部分の工事も残すところ半分程度に

なった昭和 59年,当 時の鼎町教育委員会に埋蔵文化財包蔵地に関する協議依頼があった。その内容

は,昭和 59年度・60年度の工事区間が「日向田遺跡」の西端部を通過するため,事前に発掘調査の

必要があるかどうかとのことだった。

そこで,鼎町教育委員会では鼎町文化財審議委員であった,遮那真周先生・ 日本考古学会員であ

る遮那藤麻呂先生にお願いして,現地を視察してもらい,発掘調査の必要があるとのことで,工事

着工前に実施することにした。

調査範囲は,道路の拡張部分として現道路については行なわないものとし,昭和59年度では昭和

60年度分も一部含めた面積約 420″の調査を実施した。また,昭和60年度は,前年度の残り分,約

250イ の調査を実施した。

(2)発掘調査の経過

(昭和 59年度)鼎町日向田遺跡発掘調査日誌 (第 1表 )

(吉川 )

月・ 日 天候 誌日

日11月 晴 現在の道路をはさみ東側の水田用地内及び,西側畑地の用地内にそれぞれ,28
π×2πのグリットを設定調査開始。東側水田内の調査では,北方 (飯田市寄
り)では水田耕作土直下より地山となり,南側 (一色神社寄り)は黒色上の堆

積が認められわずかずつ傾斜 して厚くなり,き わめて多量の水分を含んでいる。

黒色土下部は褐色土となる。出土遺物は,黒色土中に土師器,須恵器の小破片
が認められた。遺構確認なし。

11月 6日 晴 知久町中村線の道路に直交する東西道路をはさんで南側に調査区を移動する。

この調査区は,遺跡頂部より北側のゆるやかな傾斜地にあたり,12π ×2πの

グリット.を設定。この地域は耕作土,黒褐色土,黒土となり傾斜地のため北側
はきわめて深い黒土の落込みとなる。黒色土上面にわずかな砂層が認められ,

それより土師器,須恵器の小破片が認められた。遺構確認なし。

日11月 晴 ひきつづき昨日の作業を続行する。黒色土厚くまた勇水のため作業はかどらず,

黒色土下部の褐色土まではまだかなり掘らなければならない。黒色土中からは

時期不明の植物遺体が確認できる。遺構確認なし。
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日11月 晴 遺跡頂部の調査は昭和 60年度の実施予定のため本年度は中止。これより南側の

下段畑地の調査に入る。30π ×2π のグリット設定。調査地域が以前より凹地

,のため,耕作土直下はすぐ地山となってしまう。調査グリットからは近世の所
産と推定される暗渠が,ほぼ南北に認められた。遺構確認なし。

日11月 晴 調査地域の計測作業及び写真撮影。埋めもどし作業。

11月 10日 晴 埋めもどし作業。発堀器材整理撤収。発掘調査完了。

(昭和60年度)飯田市鼎日向田遺跡発掘調査日誌

月・ 日 天候 誌日

日11月 晴 遺跡頂部のみが未調査であるため24π ×2πのグリット設定調査開始。南側は

耕作土直下より地山となり,北側にしたがい耕作土,褐色土,黒色土となり,
昨年調査した北側傾斜地へとつづく。遣構の確認は無いが,土師器,須恵器,
灰釉陶器等の小破片が出土とする。

11月 6日 晴 北側傾斜地と台地先端部に接する部分より,黒色土の堆積が厚 く灰釉陶器等が
まとまって出土する。グリット北西部に数個の自然石が存在 し焼土も認められ,

何らかの遺構と推測されるため,こ の周囲の拡張作業に全力を注ぐ。

住居跡としての可能性が考えられるが,比較的黒土の堆積が厚いため,重機に

よる排土作業を決定。午後より住居址のプラン確認の作業を実施する。

11月 7日 晴 昨日確認した住居址は,北側コーナーの一部が現道路下に入っているが,ほ ぼ

方形の竪穴住居址である。比較的小規模なものであるが,住居址覆土中からは,
土師器,須恵器の小破片が出土する。カマドの位置確認。床面直上部まで調査。

床面の調査及びカマ ドの調査,カ マ ドを中心に北側の床面は良好であるが,南
側はあまり良くない。カマ ド内部と,カ マ ド南側に発見されたピット内より多

くの灰釉陶器の出土がある8ま たカマ ド北側床面より小皿完形品出土。

11月 8日 晴 柱穴の確認作業及び掘上げ作業。住居址全体の清掃。写真撮影。住居址計測作

業。カマ ド断割調査,その他細部の写真撮影等を行い発掘器材撤収,運搬,調
査完了。
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2.飯 田市鼎地区の概境

(1)鼎地区の環境

下伊那郡から上伊那郡にかけて南北に帯状に続く盆地状の大きな低地が伊那谷で,東に伊那山脈 ,

赤石山脈,西に木曽山脈があってその中央部を天竜川が南流しているも下伊那郡を地形から大別す

ると,赤石縦谷,飯田盆地,西部及び南部山地の三地区になっている。飯田盆地は,北は上伊那郡

境の松川町から,南は飯田市の南部天竜峡までの細長い盆地で, この盆地の中心は飯田市飯田と鼎

地区周辺である。伊那谷の南部地域, とくに飯田付近においては,河岸段丘の発達が日本屈指とい

われている。この地域の段丘は,新旧やく10段の段丘面に区別されているが,南部地域ほど段丘の

数が多く古い段丘と新 しい段丘が見られ,天竜川上流へいくにつれてその数が減り,新しい段丘だ

けが発達している。もう一つの特長は,赤石・木曽山脈から押 し出された扇状地が各所に発達して

いることである。飯田松川によって形成された上飯田の押洞・正永寺原と伊賀良北方・大瀬木の扇

状地はその規模が大きい。鼎地区の大部分は,段丘 0扇状地・松川の氾濫原上に位置すると言えよ

う。鼎地域は古 くより松川に依存することが多かった。松川は木曽山脈念丈岳 (2,290π ),安平路

山 (2,363π )か ら発し,弁天付近で天竜川に合流する。総延長やく25,8節,流域面積 99.8晰 あり,

古来伊那七谷の一つとされる大支流である。洪積期にこの川の氾濫によって大きな扇状地が形成さ

れ,そ の広さは,北は風越山麓の丸山・羽場・飯田の市街地,南は鼎全域はもとより,飯田市伊賀

良北方・殿岡・三日市場の一部,さ らには飯田市竜丘の駄科・時又・桐林にまで及んでいる。この

大扇状地を形成 した松川は,天竜川の下刻に伴い流路は低下 し,かつて自らがつくった扇状地を解

析 し,側浸食による河岸段丘を形成 したものが,飯田台地と鼎地域の各段丘面である。この解析も,

左右岸によってその差異が目立ち,左岸の飯田側への浸食がより多く働き,右岸の鼎地域に対して

は,浸食作用と堆積作用の平衡が保たれ自然堤防をつくる作用が働くため,鼎地域の生活立地の良

さが生まれている。上位段丘山麓には,松川の名残川とみられる毛賀沢や新川等の動きによる新し

い扇状地が形成され,それが現在の伊賀良北方の扇状地である。鼎地域の段丘面は,洪積世のロー

ム層を堆積する一色面,名古熊面,新期ロームの堆積を欠 く矢高原面が中位段丘で,こ れより大き

な段丘崖によって区別される切石・上山面は沖積台地で砂と粘土を多く含む低位段丘で,やや低目

の段丘崖によって松川流域沖積低地に接している。湧水も地形の関係より豊富な地域で,切石の西

部 0西山の山麓から北方段丘崖下,上段丘崖下から矢高原段丘崖下,西鼎の谷川尻等,各所に湿地

帯を持ち現在尚相当量の飲料水のほか,工業用水としての利用度が高い。加えるに松川からの引水

の歴史は古く,伊賀良井を基幹とする天三井・男女り|1井・島田井のほか10数条の井筋が東西に傾斜

地形を利して流れ,水利の恩恵を多分に受ける地域となっている。

また鼎地区は,長野県の南部地域,下伊那郡のほぼ中央に位 し,天竜川流域飯田盆地の中心旧飯
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田市と,松川をはさんで南隣しており, この地区の歴史は古くより伊賀良庄の一部に含まれ,中世

末期は松尾小笠原氏の支配下にあったらしい。江戸時代には山村 。一色村・長熊村 (名古熊村)の

3か村であった。明治 3年山村が,上山村・下山村に分離したこともあったが,す ぐ復した。明治

8年この 3か村が合併し鼎村となり,明治14年故あって鼎村と稲井村とに分離したが,明治22年 に

再び鼎村となった。その後昭和29年町制施行して30周年を迎えるとともに,昭和59年飯田市と合併

している。

(2)鼎地区の遺跡

段丘と段丘崖に恵まれた鼎地区は,地形的に見れば埋蔵文化財包蔵地の多い所と予想される。大

正時代の鳥居龍蔵氏の資料 (下伊那の先史及び原史時代)に よると,山洞・天伯・堂垣外・柳添・

北平・萱垣・羽場・宮久保・地蔵面・地蔵堂・矢高原・猿小場等の遺跡と,10数余の古墳が記載さ

れ,こ の中で一色原,名古熊原の遺跡は相当の広範囲に図示されている。その後採集された遺物に

よって,現在34ケ所の埋文包蔵地と,14ケ所の古墳が確認されているが,一部の遺跡をのぞいては,

調査が余り進んでいない。地域別に概観すると次のとおりである。

切石地籍では,山岸・天伯A・ 天伯 B遺跡が昭和45年度の発掘調査によって,縄文時代中期,弥

生時代後期,古墳時代等の大集落址の一画が確認され, 出土遺物を見ると先土器時代の石器から,

縄文時代では早期から晩期まで各期,弥生時代・古墳時代・平安時代から中世にいたるまで豊富な

資料を得ていることから,各期ともに広範囲にわたる生活舞台であったことを実証 している。古墳

についても松川に面する段丘崖上に列状に構築されている事実は,西伊賀良北方段丘上の古墳群と

共に, この地の性格を物語っているもので,今後の調査に期待 したい地域であろう。

上山地籍も又恵まれた段丘面で,濃厚な分布が予想されるが,確認されたものは,上の平・堂垣

外に過ぎない。日向田地籍で発見 した縄文時代の土器・石器や,土師器・須恵器はその片りんを示

し,そ の東端,柳添の一部,代田地籍の町道改修時に発見された勝坂式土器完形出土等注目すべき

地域である。水田の多いの所であるので保存状態は良い所と思う。

中位段丘一色・名古熊面では,10数余の包蔵地が確認されているが,調査報告は少ない。しかし

各所で耕作中に遺物出土の例があり,表面採集も可能であるので,今後詳細調査する必要があろう。

飯田バイパス通過予定地を歩いても各所で遺物の採集が可能であり,下伊那農業高校実習地や羽

場地籍での出土も多い。

矢高原から八幡原にかけては, 水利の悪さで遺物散布は少なめと考えられていた。所が矢高原
の長姫高校移転予定地の調査結果からは,弥生時代・平安時代の遺構,遺物の発見があった。

中平・下山の下位段丘面では,土師器,須恵器の出土地が何か所か報告されている。昭和58年度

の鼎町防災センター建設に伴う埋蔵文化財発掘調査において,同町中平 。黒河内遺跡より,古墳時

代の集落跡が発見されている。 (第 1図 )
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第 1図 遺跡附近地形図  1:1,000
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3。 日向田遺跡 と過去の調査

(1)位  置

日向田遺跡は長野県飯田市鼎上山3638番地に所在し,福沢彦男氏宅地周辺一帯が遺跡地である。

同遺跡は飯田松川によって形成された河岸段丘上に位し,同一段丘画の西方には,昭和45年に調査

が実施された山岸遺跡と,昭和50年 に調査された天伯A遺跡,天伯 B遺跡などが存在する。

上山地籍は飯田及び伊賀良を結ぶ知久町,中村線を境に,東方の矢高神社周辺までを含む広い段
丘上一帯をさす。日向田遺跡は上山地籍でも南西部に位する遺跡で,北側は約 100π ほどで比高10
mほどの段丘崖によって,上茶屋地籍の下位段丘へとつづき,さ らに南側も同様な距離をもって25
πほどの比高差をもつ一色地籍の上部段丘面へとつづいている。日向田遺跡はちょうど二色神社の

直下にあたり,こ の段丘下部すなわち遺跡の南側にあたる段丘麓には,豊富な湧水線が認められ,

集落立地の重要な要因となっている。

日向田遺跡における今日の地表観察結果では,遺跡地の南側及び北側がわずかに底地帯を示 し,
西方から舌状に発達した微高地に集落が営まれたことが明瞭に察知できる。付近一帯より出土した

遺物類は,福沢氏宅に保存されている。それらは縄文中期土器ぅ弥生後期土器,打製石斧,磨製石
斧,黒曜石製石鏃, ドリル,有孔磨製石鏃など多量なものである。その他特筆されるものに赤褐色

系の古瓦一点が認められ注目される。このように本遺跡からは,き わめて多量な遺物類が採集され

ており,お よそ縄文時代中期より平安時代末期にかけての遺跡地と推定される。この他上山地籍内
にはいくつかの遺跡が認められているが,以前柳添遺跡の一部代田地籍より,町道改修時に縄文中
期土器,土師器,須恵器などの発見, さらに乃木坂遺跡においても土師器,須恵器などの出土が確
認されており,鼎中学校周辺一帯も集落跡の存在が想定される地域である。

(2)過去の出土遺物

日向田遺跡より過去に出土 した多くの遺物類が発見されている。それらは縄文時代中期土器片 ,

打石斧,磨石斧,黒曜石製石鏃,弥生時代後期土器片,平安時代土師器,須恵器,灰釉陶器類など
であり,今それらのうち平安時代の所産と考えられる資料のす部を,参考資料として紹介 しておく。
本遺跡より以前に出土した図示する遺物類の概要を記す。遺物類は,土師器・須恵器・灰釉陶器
である。土師器には不 (有台,無台)甕,坊,須恵器は不 (有台,無台)甕,円面硯などがあり,灰
釉陶器には皿,輪花婉,婉,長頸壺,短頸壺などが認められる。

第 2図に示す土器類は,すべて土師器である。同図 1～ 5はネ, 6,7は皿, 8は婉, 9～ 13は甕
であり,14は脚部と思われるものである。

邦, 5点 ともすべて内面のみ黒色処理されており,底部は糸切りによるものである。器形 もほぼ

―- 10 -―
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O                10cm

第 4図  日向田遺跡出土遺物

統二された形態を示し器高,t底径,口径ともに近似する数値を示している。 2,4,5の 3点は内面に

暗文風の痕跡を認め 1及び 4は ,使用が著しく内外面ともに摩滅がはなはだしい。なおこの 2点は

再燃された可能性が認められ赤褐色を有し,吸水性に富む。その他の不類は茶褐色で焼成も良好で

ある。

皿, 2点のみでネ同様内面のみ黒色処理される。 6は低い高台が付けられ底部中心には糸切り痕

を認める。両種ともに底部より体部は強く外側に開き,そ の形態はあたかも灰釉陶器の皿をそのま

ま真似たごとき感じである。 7は底部欠損のため器高は不明である。焼成良好で暗茶褐色を有す。

坑,き わめて大形で,口径 20.6卸 残存度 9.7印 を計るが底部を欠損するため器高は不明である。

―- 13 -―



しかしこの種の婉には高台が付けられており推定器高は10m程度ではなかろうか。底部付近から

の立ち上りも強く口唇部はやや外側に引き出している。これも内面のみ黒色処理され,内側中心に

向かう暗文風の痕跡を認める。茶褐色にして焼成良好である。

甕, 5点 ともに胴部以下を欠損するため全体の器形は知り得ないが,おそらく長胴の形態を示す

ものと推定される。いずれもくびれ部より胴部にかけて櫛状工具による掻き目が全体に認められる。

また口縁部内側にも同様工具による横走する整形痕が認められる。口縁部の形態は様々であるが

5点ともに茶褐色の焼成良好なものである。

脚部,脚部と思われる一種が出土している。上部にどのような形態の器物が伴うか不明であるが,

脚部が比較的大形であることよりかなり大形なものが伴うと推定される。器物内外面ともにロクロ

痕が明瞭に認められる。黄褐色で焼成良好である。

第 3図に示す土器類はすべて須恵器である。

同図 1～ 5は不 (無台),,6蓋, 7～ 9は不 (有台),10長頸壺,11鉢 ,12甕,13は 円面硯の脚部

である。

不,(無台)図示する5点の他,小破片は多量に存在する。法量はいずれも近い数値を示すが口唇

部の引き出しに若千変化が認められる。底部を欠損するものも存在するが,底部は糸切によるもの

であろう。同図 2の み底部に「十」の線刻が認められる。体部はロクロ成形痕が明瞭に認められ,

いずれも暗青色の焼成良好な須恵器である。

ネ,(有台)同図 7のみ完形品であるが,8,9と もに底部が残存するだけである。高台は付高台で

あり,比較的低いものでやや外側 lC・開く形態を示す。底部中央には糸切り痕が認められ,高台付近

より体部にいたる立ち上がりは, 3点 ともにするどく立ち上る。胎土中には若千の小砂を認め,青

灰色で焼成良好なものである。
｀

蓋,偏平なボタン状の摘みが付けられ,そ の周辺部はヘラキリ調整が施こされるものであるё

長頸壺,口縁部より頸部のみで胴部及び底部を欠損 している。□縁部及び頸部内外面ともに自然

釉が認められ.口唇部はかなり強く外側に引き出されている。暗黒色の焼成良好品である。

鉢,口径 25.4卸 を計る大形なものであるが,胴部以下を欠損するため全体の器形は不明である。

口唇部は内側で一段低 くなっており,体部は摺鉢状になるものであろう。

甕,胴部以下を欠損するが口径28卸を計る。日唇部は比較的丁寧な作りであり,く びれ部より胴

部全面に叩き目が認められる。頸部は短かく3卸 を計るが,その立ち上りはゆるやかであり,暗青

色を有する焼成良好なものである。

円面硯,脚部のみ残存するもので,底径30mを計りきわめて大形な円面硯と推定される。脚最下

部に小さな長方形を有する切込みが認められるが,体部及び硯面の形態は欠損するため不明である。

第 4図に示す土器類はすべて灰釉陶器である。

同図 1は輪花婉, 2,3,5は婉, 4は小形の坑, 6,7は 皿, 8は長頸壺, 9は短頸広口壺である。
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輪花塊,器高 6卸,口径 18.4卸 ,底径 8卸,高台は高さ08卸を計るもので,口唇部の 4ケ所に

ゎずかな輪花を認める。高台の断面は図示するごとき丸味をもつもので低く,底部の中心部付近に

は糸切り痕が認められる。高台の内側は接続する時点に指頭によりなめらかに調整されている。器

物外面は底部附近まで自色釉が認められるが,内面は淡緑色釉が施されている。胎土は白色であり,

焼成良好なものである。この他もう 1点の出土があったようであるが東京の知人が保管するそうで

ある。

婉,同図 2は器高 6.8卸 ,口径 20.2卸,底径 9御を計る大形なものである。高台は高く中央部で

一段稜をもち外側に強くはり出している。底部より体部は半月状に強く引き出され,口唇部は強く

外側に折り返されている。体部にはロクロ痕が明瞭に残り,内外面に認められる釉薬は灰褐色のね

っとりした感 じのものである。胎土は灰白色を有 し焼成良好なものである。同図 3は底部を欠損す

るものと,同図 5は底部のみ残存するものである。両種ともに比較的大形を有する坑と思われるが ,

時に 5の底部は高台が薄く内側に湾曲している。同図 4は小形な婉と考えられるものであるが,底

部を欠損するものである。いずれもこの種のものは白色釉であり,胎土も白色系で焼成良好である。

皿 , 2点ともに同様な形態を示すものである。特に口唇部に変化が認められ同図 6は器肉も分厚

く,口唇部が外側へ向け水平に強く引き出されている。また同図 7は 口縁部でややくびれ,口唇部

は薄く丸味をもって外側へ折り返されているものである。底部はいずれも低く外側へ発達するが厚

さの差が認められ,高台の内側は箆による調整が明瞭に残る。 2点とも淡緑色の釉が施され,胎土

は灰白色系の焼成良好なものである。

長頸壺,頸部及び胴部以下を欠損し肩部のみに残存するものである。肩部は図示するごときなだ

らかな作りであり,釉薬も薄い灰釉の上に部分的に緑色釉が懸垂付着する。内面にはロクロ整形の

痕跡が認められ,胎土も灰白色で焼成良好である。

短頸広口壺,口縁部及び肩部以下を欠損し,頸部のみである。外面はロクロ整形痕が認められ,

全面に薄い灰釉が施されている。

4.昭和 59年度の調査

昭和59年度の調査は,舌状に発達した台地を中心に,それを南北に横切る町道知久町中村線の北

側と南側に存在する底地一帯の調査を主として実施 した。調査用地は,現道路を拡張するものであ

り面積はきわめてせまく,遺構の発見があっても全掘は不可能である事が予想された。

調査区は遺跡頂部の北側底地と,南側底地とに分けて調査を実施した。北側の部分にあたる調査

地域は,わずかな傾斜地と水田及び畑地であり,傾斜地と水田部をA調査区 (現道路東側にあたる)

と,畑地をB調査区 (現道路西側にあたる)さ らに遺跡頂部の南側底地をC調査区に分けて調査を

進める。

-15-



A調査区 OB調査区

道路東側に存在するわずかな傾斜地及び水田であり,傾斜地には1277b× 2π と水田には22π ×2

れのグリットを設定した。傾斜地の調査は台地頂部より褐色地山が大きく傾斜 して水田側へ流れ,

黒褐色土及び砂層その下部の水分を多量に含む黒土がしだいに深くなり,水田側のグリットでは地

山まで 2π以上を計る。この部分はきわめて黒土の落込みは深いが出土遺物は,上面の砂層中に土

師器,須恵器の小破片が認められたが,黒土中からは時期不明の植物遺体が認められた。水田部の

調査は傾斜地に近接するほど黒土の堆積は厚く,そ れより北側では水田耕作土下部は,ただちに砂

礫層の地山となっている。遺構の確認はない。道路西側の畑であるB調査区は,耕作土直下より大

小の石その他による埋地であり,数年前深耕によりかなり深くまで撹乱されているため調査を中止

する。

C調査区

遺跡頂部の南側の一段低い畑地であり,30`π ×2πのグリットを設定した。低い畑地であるため

耕作土,黒色土,黄色粘質上の地山となり遺構の発見は無かった。各グリットに近世に作られたと

思われる暗キョが認められたが,今だこれによって池の水を利用する住宅もあり埋もどしを行う。

昭和 59年度分のまとめ

遺跡両側にあたる底地帯の調査のため,遺構の確認は無かったが,若千の弥生土器片,土師器 ,

須恵器,灰釉陶器片が得られ,台地頂部には各時代を通じて遺構の存在を予想する事ができた。

特に北側で確認された深い黒土の堆積は,かつて台地北側一帯に豊富な勇水地帯の存在した事実

立地の重要な場所であったことを立証することができた。

第 5図  日向田遺跡調査範囲図 1:500

集落

でぁり，ョ
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5。 昭和 60年度の調査

59年度の調査に引きっづき台地頂部の拡幅部分の調査を実施した。舌状の台地を横切るため調査

区域はきわめてせまい。現道路の東側がそれで,24π ×2πのグリットを設定 し調査をしたが,台

地南側は耕作土直下より地山となるが,北側にしたがい黒土の堆積が厚くなり,特に北側台地先端

部はまた局端に地山が浅くなる。そのため黒土層の掘り下げを行った所,台地北側よりに比較的多

くの灰釉陶器の小破片とともに石組カマ ドを確認 した。用地内からの遺構確認は,こ の住居址のみ

である。

第 6図  日向田遺跡 1号住居址実測図
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(1)発見遺構

台地北寄りに発見された住居址は,用 地がきわめて限定されている事と,覆土の黒色土が比較的
厚い堆積を示 しているため重機にょり全掘を計画するが,一部道路下及び用地外にのび住居址の全
掘は不可能であった。

1号住居址                        
｀

本住居址は,方形の竪穴プランを示 し,東南壁のほぼ中央部に石組のカマ ドを有 している。北側
コーナーは,現道路下のため調査不能であったが,東南壁長さ 4.4π ,東西壁長さ 3.6π を計る。
カマ ドより北側寄りは,黄褐色砂礫層を約28卸掘り込み,南側では黒褐色土を18卸 ほど掘込んで
構築されている。カマ ド付近より掘込み土層の変化が認められるため,あ るいは住居址の重複関係
があるのかも知れないが,用地外のため切合関係は確認することができなかった。ヵマドと住居址
南側コーナーの中間床面には,径 60cm,深 さ23御を計る円形小竪穴が存在し,内部より灰釉陶器 9
個体分が出土している。出土状態は底面より10卸 ほどの範囲内に認められたが, 9個体のいずれも

完形品ではない。

カマドは東南壁ほぼ中央に自然石による石芯粘土製カマドであり,両袖ともに良好に遺存してい
たが,中心部に存在する支柱はなく,そのかわりに自然石 3個が水平に置かれている。カマド内部
は良く焼けており2釧ほどの焼土の堆積が認められる。煙道は黒褐色土のため確認する事ができな

かった。住居址床面はカマドを中心に北側よりが良好であったが,南側は比較的軟弱である。ピッ
トは大小 7ケ所認められるが,いずれも深くなく柱穴とは言えないが,それらしき位置に存在する
ものもある。一般的にこの時期の住居址の柱穴は不明瞭なものが普遍的であるが,本住居址も同様
である。床面上からはカマド北側の小ピットに接し灰釉小皿の出土,カ マド内部より若干の灰釉陶
器破片,Jヒ西床面に砥石の出土が認められたにすぎない。

(2)出土遺物

住居址覆土から土師器小破片,須恵器小破片等の出土がある。また床面直上10mほ どからは灰釉
陶器の破片のみになり,小皿,段皿,碗,輪花碗,長頸壺等の土器類と,砂岩製の砥石の出土が認
められた。図示する土器類は,すべて灰釉陶器類であるが,完形品は小皿―点のみであり,個体数
はきわめて多い。

第 7図 に示す土器類が住居址より出土 した灰釉陶器類である。同図 1～ 13は碗であり7は輪花碗

である。14～ 17は小形皿,18019は 段皿である。20は長頸壺の底部と考えられるものである。

碗類は,口縁部径 12.4卸～ 18.3卸 ,底径 7.4卸～ 8.7卸 ,器高 4.0卸～ 6.5卸 とその法量にかな

りのばらつきが認められる。これらは全体に深い碗形のものが多く認められ,高台にいくつかの特

徴が認められる。また胎土にも灰黒色系,灰白色系,自色系などが認められる点は,生産地域が異
なるものと考えられる。下方釉薬にもそれが認められ,全体に自色系のものと,濃緑,淡緑色など
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のものが出土 している。

14～ 17は小形の皿類であり,18019は 段皿である。皿類も高台にそれぞれ特徴が認められる。釉
薬は全体に自色を示すものが多い。段皿類は淡緑色釉が認められる。

20は長頸壺の底部である。胎土は灰黒色系を示すきわめてかたぃ焼き方である。

これらの土器類を概観すると,胎土の面からは一般に猿投窯が灰黒色,尾北窯が灰白色,美濃須
衛窯が黄白色,東濃系諸窯が自色と言うように, 使用陶土の質が異

′
なると言われている。 さらに

碗類の高台の特徴は,古い段階にあっては断面が方形や梯形であるが,11世紀代のものは,断面が
下半外面が内傾 し先端が尖る傾向になってくると言われる。このように見てくると,出土 した碗類
は,胎土や高台の諸特徴をみると,猿投系のものや東濃系のものなどが含まれているようであるし,
皿類からは高台がきわめて低いものがあり,東濃系諸窯生産による皿類の高台が全体に低 く退化傾
向を示すと言われる点から,本住居址出土の皿類も東濃系の生産にかかるものと考えられよう。こ
のような出土遺物の面より,本住居址の所産時期を11世紀初頭より末葉ころのものと比定されるも
のではなかろうか。  .

図
番
号
m
口 径

(卸 )

器  高
(m)

底  径
(m)

高台高さ

(卸 )
胎  土 器  種 釉 薬 色

1 15.6 灰 黒 色 碗 白  色
16.3 8.6 灰  色 碗 白  色
15,9 8.9 灰  色 碗 白  色

8.4 灰 白 色 碗 淡 緑 色
18.3 灰  色 碗 暗 灰 色

6 15.8 白  色 碗 淡 緑 色

15.8 灰 白 色 輪 花 碗 淡 緑 色
12.4 4.0 灰 白 色 碗 灰 白 色

白  色 碗 白  色
14.1 灰 白 色 碗 淡 緑 色
13.7 灰 褐 色 碗 白  色
14.9 灰 白 色 碗 灰 白 色

7.4 灰  色 碗 白  色
12.6 0.4 白  色 皿 淡 緑 色
11.5 白  色 皿 自  色
12.4 灰  色 皿 淡 緑 色
13.8 白  色 皿 淡 緑 色
13.4 灰   色 段  皿 白  色
11.6 灰  色 段  皿 白  色

灰 褐 色 長 頸 壷 淡 緑 色

第 2表  日向日遺跡出土灰釉陶器計測表 (1号住居址)
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(3)昭和 60年度調査のまとめ

台地北側先端部に発見された住居址のみであったが,59年度の低地帯の調査結果を総合的に見る

と,台地北側低地の勇水地点の確認,集落と勇水地との関係位置から集落立地の要因を把握するこ

とができた。本調査の以前に多量な出土遺物があり,縄文時代より平安時代にわたって営まれた小
集落の存在が立証できたが,西側への広がりは確認できていない。特に日向田遺跡は,段丘上に存
在する舌状の小規模な微高地に立地する集落遺跡であり,台地舌状先端部及び,台地周辺部に多く
の遺物が過去に発見されている。今時調査の結果からも,き わめて限定された範囲内ではあったが,

台地の縁に住居址が発見された事実からも,小規模な微高地の縁にそって住居址が分布する可能性
が想定できる。遺跡全域の調査がなされていないため各時期に対する集落のあり方などは不明な点

が多々あるが,切石地区より発達するこの段丘上には,天伯A,天伯B,山岸遺跡,柳添遺跡, 日
向田遺跡と言うように多くの遺跡の分布がみられる。特に天伯A,B,山 岸,柳添等の遺跡は規模
も大きく遺跡の性格もある程度把握されている。それらは集落と墓域,集落と祭杷場所,集落と勇
水地域などであり,さ らに弥生時代以降における集落と生産基盤の位置付けも可能である。鼎地区
におけるこれらの遺跡が存在する段丘は,松り||に接する底位段丘と,一色,名古熊の上位段丘には
さまれた中位の段丘であり,各時期を通じ集落の発達が認められる。これは人間の生活上最も重要
な勇水域の確保が容易であり,自然的環境からの悪影響も少ない地域であったものと推定される。
遺物の上からは,縄文時代中期後半より平安時代にいたるまでの土器類が発見されているが,特
に平安時代の土器様相は,土師器j須恵器,灰釉陶器等図示するごとき一連の遺物が出土している。
今回調査の住居址床面からは,すべて灰釉陶器のみ出土 したが,それらは小皿,段皿,輪花碗,
碗,な どであり,個体数は比較的多いと言えよう。器種からみる特徴として碗類では,使用陶土が
灰白色系が大部分であり,そ の他黄褐色系,灰黒色系のものが若千含まれている。高台の断面形態
は,わずかに外反 し比較的高いものが認められる。全体に碗類は大形で深く底部より口縁部にむか
い,やや外反するものが多く,直線的に立ち上がるものは少ない。皿類は段皿を含め 6点が出土 し
ている。使用陶土は,段皿が灰色系のもので他はすべて白色であり焼成も良好である。高台の形態
にそれぞれ特徴が認められる。日向田遺跡より出土 した灰釉陶器類は,高台及び器形,使用陶土な
どより,東濃系諸窯,特に多治見 0恵那を中心とする窯業生産地からのものと推定され,その所産
時期を11世紀代に位置付けられるものではなかろうか。

(遮那 )
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あ   と   が   き

市道知久町中村線改良工事は,昭 和 59年 度・ 60年 度の 2ケ 年にわた り,鼎上

山地籍がその工事対象区間となった。その一部が埋蔵文化財包蔵地にかかるた

1 め,工事着工前にその発掘調査を実施 し記録保存をすることにした。

今回の発掘調査においては,予想 していたよりも,遺構・遺物は,検出され

なかったものの狭い土地に加えて,礫が多 く掘り下げるのに苦慮する調査であ

ったが,遮那調査団長をはじめ関係者各位のご協力により,短期間で発掘調査

が完了することができたことに深 くお礼申し上げます。

昭和 60年 11月

飯田市教育委員会
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第 1図版 日向田遺跡発見遺構
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第 2図版 日向田遺跡 1号住居址カマ ド

日向田遺跡 1号住居址カマ ド

日向田遺跡 1号住居t■カマ ド内遺物出土状況



第 3図版 日向田遺跡 1号住居址遺物出土状況

カマ ド南側ピット内遺物出土状況
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1号住居址床面上出土の灰釉陶器




